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ABSTRACT 

講演５ 

 

CO2地中貯留安全性評価技術開発 
- 海外プロジェクトの最新動向と RITEの取り組み - 

 
CO2貯留研究グループ主席研究員 薛 自求  

 

 

 

地下深部の塩水性帯水層への大規模CO2貯留プロジェクトは、ノルウェーのSleipner（海域、天然ガス随

伴CO2、0.9百万トン／年、1996年より圧入開始）、アルジェリアのIn Salah（陸域、天然ガス随伴CO2、1

百万トン／年、2004年より圧入開始、現在中止）、ノルウェーのSnohvit（海域、天然ガス随伴CO2、0.7万

トン／年、2008年より圧入開始）が主役として長らく君臨してきたが、今後はカナダのAquistoreやQUEST

（ともにすでに圧入開始）、米国イリノイのIndustrial CCS（2016年より圧入開始予定）、オーストラリア

のGorgonプロジェクト（2017年より圧入開始予定）が表舞台に立つことになる。これらのプロジェクトの

CO2排出源がそれぞれ石炭火力、水素やエタノール製造プラント、天然ガス精製プラント（随伴CO2）となっ

ており、CCS事業のインセンティブ及びCCS関連法規への対応が、大きく注目されているからである。 

 

地中貯留の安全性評価において、圧入されたCO2挙動のモニタリングや圧入後の長期挙動予測、潜在的リ

スクであるCO2漏洩や微小振動（極微小地震）への取り組みが系統化されつつある。CO2挙動モニタリングに

関しては、油ガス田開発で豊富な実績を有する三次元反射法弾性波探査がよく利用されるが、探査の度に受

信センサー（ジオフォン）を繰り返し設置する従来の手法から、安価な受信センサーや光ファイバーケーブ

ルを地中浅部に埋設する新しい測定手法の開発がカナダのAquistoreとオーストラリアのOtwayプロジェク

トで行われている。受信センサーの位置を固定することにより、繰り返し設置時の位置ずれに起因する誤差

が生じないうえ、地中浅部埋設によってノイズ低減も期待できる。 

 

苫小牧大規模実証試験サイトに埋設された海底ケーブル（OBC: Ocean Bottom Cable）は最大で約70%のノ

イズ低減が確認されている。一方、分布式光ファイバーを用いた弾性波探査では、受信点の密度が高くなり、

より詳細な地質情報が得られるようになる。また、メタルケーブルより腐食に強く半永久的に利用できるこ

とから、長期観測に適している。 

 

地中貯留の安全性評価において、CO2圧入サイトの微小振動観測も重要な検討課題である。各国の大小さ

まざまなCO2貯留プロジェクトでは、地表及び地中に受信センサーを設置し、CO2圧入時の微小振動観測が行

われている。このような微小振動はCO2圧入による貯留層の圧力増加が原因とよく指摘されるが、米国イリ

ノイ州のDecaturサイト（MGSC）の観測結果により、圧入サイトの地質構造も密接に関係することが明らか

になった。 

 

Decaturサイトでは3年間で約100万トンのCO2を圧入し、主に坑内受信

センサーを用いて微小振動観測を実施してきた。2016年からは同一貯留層

のやや浅い（約90ｍ）地層に、これまでの約3倍の圧入レート（1,000 ton/day 

→→ 3,000 ton/day）で圧入開始予定である。本講演では、Decaturサイ

トの微小振動観測結果を示しながら、RITEにおける微小振動観測・解析手

法開発に関する取り組みを紹介する。 
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